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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 7月 15日 (2004.7.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の （ ａ ） ～ （ ｇ ） の 工 程 を 含 む 、 蛋 白 質 単 離 物 の 製 造 方 法 ：
　 （ ａ ） 油 料 種 子 粕 中 の 蛋 白 質 を 可 溶 化 さ せ て ｐ Ｈ が ５ ～ ６ ． ８ の 蛋 白 質 水 溶 液 を 生 成 さ
せ る た め 、 少 く と も ５ ℃ の 温 度 で 前 記 油 料 種 子 粕 を 連 続 的 に 抽 出 し 、
　 （ ｂ ） 前 記 蛋 白 質 水 溶 液 を 残 渣 油 料 種 子 粕 か ら 連 続 的 に 分 離 し 、
　 （ ｃ ） 濃 縮 さ れ た 蛋 白 質 溶 液 を 得 る た め 、 イ オ ン 強 度 を 実 質 的 に 一 定 に 保 ち な が ら 、 前
記 蛋 白 質 溶 液 の 蛋 白 質 濃 度 を 少 く と も ５ ０ ｇ ／ Ｌ 、 好 ま し く は 少 く と も ２ ０ ０ ｇ ／ Ｌ 、 よ
り 好 ま し く は ２ ５ ０ ｇ ／ Ｌ に 増 加 さ せ る た め 、 前 記 蛋 白 質 溶 液 を 選 択 性 膜 操 作 部 に 連 続 的
に 通 液 し 、
　 （ ｄ ） 前 記 濃 縮 蛋 白 質 溶 液 を １ ５ ℃ よ り 低 い 温 度 、 好 ま し く は １ ０ ℃ よ り 低 い 温 度 の 冷
水 と 連 続 的 に 混 合 し て 水 相 中 に 蛋 白 質 ミ セ ル を 形 成 さ せ 、
　 （ ｅ ） 得 ら れ た 混 合 物 を 沈 降 槽 中 に 連 続 的 に 流 入 さ せ 、 そ の 間 上 澄 液 を 沈 降 槽 か ら 溢 流
さ せ 、
　 （ ｆ ） 沈 降 槽 か ら 上 澄 液 の 溢 流 を 続 け な が ら 、 所 望 量 の 無 定 形 で 、 粘 着 性 の あ る 、 ゼ ラ
チ ン 状 の 、 グ ル テ ン 様 の 蛋 白 質 ミ セ ル 集 塊 物 が 前 記 沈 降 槽 に 蓄 積 す る ま で 前 記 蛋 白 質 ミ セ
ル を 連 続 的 に 沈 降 さ せ 、
　 （ ｇ ） 蛋 白 質 含 量 が 、 乾 燥 重 量 ベ ー ス で 、 ケ ル ダ ー ル 窒 素 × ６ ． ２ ５ で 測 定 し て 少 く と
も ９ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は 少 く と も １ ０ ０ 重 量 ％ を 有 す る 蛋 白 質 ミ セ ル 集 塊 物 を 沈 降 槽 か
ら 回 収 す る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 連 続 抽 出 工 程 が 次 の （ ｉ ） 及 び （ ｉ ｉ ） の 工 程 に よ っ て 実 施 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の
方 法 ：
　 （ ｉ ） 油 料 種 子 粕 を イ オ ン 強 度 が 少 く と も ０ ． １ ０ 、 好 ま し く は ０ ． １ ５ ～ ０ ． ８ で 、
ｐ Ｈ が ５ ～ ６ ． ８ 、 好 ま し く は ５ ． ３ ～ ６ ． ２ の 塩 水 溶 液 と ５ ° ～ ６ ５ ℃ 、 好 ま し く は 少
く と も ３ ５ ℃ の 温 度 で 好 ま し く は 前 記 塩 水 溶 液 中 の 油 料 種 子 粕 の 濃 度 が ５ ～ １ ５ ｗ ／ ｖ ％
に お い て 連 続 的 に 混 合 し 、
　 （ ｉ ｉ ） 前 記 混 合 物 を パ イ プ 中 を 連 続 的 に 通 過 さ せ 、 そ の 間 に １ ０ 分 ま で の 時 間 で 油 料
種 子 粕 か ら 蛋 白 質 を 抽 出 し て ５ ～ ４ ０ ｇ ／ Ｌ 、 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ ｇ ／ Ｌ の 蛋 白 質 含 量
の 蛋 白 質 水 溶 液 を 生 成 さ せ る 。



【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 抽 出 工 程 が 、 少 く と も ０ ． １ ０ 、 好 ま し く は ０ ． １ ５ ～ ０ ． ８ の イ オ ン 強 度 及 び ３
～ ５ 又 は ６ ． ８ ～ ９ ． ９ の ｐ Ｈ を 有 す る 塩 水 溶 液 を 使 用 し て 実 施 さ れ 、 前 記 蛋 白 質 水 溶 液
と 残 渣 油 料 種 子 粕 と の 分 離 後 、 蛋 白 質 水 溶 液 の ｐ Ｈ が ５ ～ ６ ． ８ 、 好 ま し く は ５ ． ３ ～ ６
． ２ に 調 節 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 油 料 種 子 粕 が カ ノ ー ラ 油 料 種 子 粕 で あ り 、 前 記 蛋 白 質 水 溶 液 と 残 渣 カ ノ ー ラ 種 子 粕
と の 分 離 後 、 蛋 白 質 水 溶 液 の 連 続 的 な 色 素 除 去 工 程 が 、 好 ま し く は 蛋 白 質 水 溶 液 の ダ イ ア
フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン に よ っ て 、 ま た は 色 素 吸 着 剤 と 蛋 白 質 水 溶 液 を 連 続 的 に 混 合 し 、 次 い
で 色 素 吸 着 剤 、 好 ま し く は 粉 末 活 性 素 を 蛋 白 質 単 離 物 水 溶 液 か ら 連 続 的 に 除 去 す る こ と に
よ っ て 、 実 施 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 油 料 種 子 粕 が 水 で 連 続 的 に 抽 出 さ れ 、 続 い て 、 イ オ ン 強 度 が 少 く と も ０ ． １ ０ 、 好
ま し く は ０ ． １ ５ ～ ０ ． ８ の 蛋 白 質 水 溶 液 を 得 る た め 、 抽 出 さ れ た 蛋 白 質 水 溶 液 に 塩 が 連
続 的 に 加 え ら れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 濃 縮 蛋 白 質 溶 液 が 、 溶 液 の 粘 度 を 低 下 さ せ る た め 少 く と も ２ ０ ℃ 、 好 ま し く は ２ ５
℃ ～ ４ ０ ℃ の 温 度 に 熱 せ ら れ る が 、 該 溶 液 の 温 度 が ミ セ ル 生 成 を 不 可 能 に す る 温 度 を 超 え
て は 加 熱 さ れ な い 、 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 濃 縮 蛋 白 質 溶 液 を 約 １ ５ 倍 又 は そ れ 未 満 、 好 ま し く は １ ０ 倍 又 は そ れ 未 満 に 稀 釈 す
る た め 該 溶 液 が 前 記 冷 水 と 連 続 的 に 混 合 さ れ る 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 回 収 蛋 白 質 ミ セ ル 集 塊 物 が 蛋 白 質 粉 末 に 乾 燥 さ れ る 、 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か
一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 上 澄 液 か ら 付 加 的 量 の 蛋 白 質 単 離 物 を 回 収 す る た め 、 該 上 澄 液 が バ ッ チ 、 セ ミ 連 続
又 は 連 続 法 で 処 理 さ れ る 、 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 付 加 的 量 の 蛋 白 質 溶 液 の 溢 流 上 澄 液 か ら の 回 収 が 、
（ ａ ） 蛋 白 質 含 量 が 少 く と も ９ ０ 重 量 ％ （ Ｎ × ６ ． ２ ５ ） 、 好 ま し く は 少 く と も １ ０ ０ 重
量 ％ で あ る 蛋 白 質 単 離 物 を 生 成 さ せ る た め 、 上 澄 液 を １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｇ ／ Ｌ 、 好 ま し く は
２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｇ ／ Ｌ の 蛋 白 質 濃 度 に 濃 縮 し 、 そ の 濃 縮 上 澄 液 を 乾 燥 す る こ と に よ る か 、
　 前 記 追 加 量 の 蛋 白 質 単 離 物 が 、
（ ｂ ） 蛋 白 質 含 量 が 少 く と も ９ ０ 重 量 ％ （ Ｎ × ６ ． ２ ５ ） 、 好 ま し く は 少 く と も １ ０ ０ 重
量 ％ で あ る 蛋 白 質 単 離 体 を 得 る た め 、 上 澄 液 を １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｇ ／ Ｌ 、 好 ま し く は ２ ０ ０
～ ３ ０ ０ ｇ ／ Ｌ の 蛋 白 質 濃 度 に 濃 縮 し 、 濃 縮 し た 上 澄 液 を 回 収 し た 蛋 白 質 ミ セ ル 集 塊 物 と
混 合 し 、 そ の 混 合 物 を 乾 燥 す る こ と に よ る か 、 ま た は 、
　 （ ｃ ） 蛋 白 質 含 量 が 少 く と も ９ ０ 重 量 ％ （ Ｎ × ６ ． ２ ５ ） 、 好 ま し く は 少 く と も １ ０ ０
重 量 ％ で あ る 蛋 白 質 単 離 体 を 得 る た め 、 溢 流 す る 上 澄 液 を １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｇ ／ Ｌ 、 好 ま し
く は ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｇ ／ Ｌ の 蛋 白 質 濃 度 に 濃 縮 し 、 濃 縮 し た 上 澄 液 の 一 部 を 、 回 収 し た 蛋
白 質 ミ セ ル 集 塊 物 の 少 く と も 一 部 と 混 合 し 、 次 い で 得 ら れ た 混 合 物 を 乾 燥 す る こ と 、 そ し
て 場 合 に よ っ て は 濃 縮 上 澄 液 の 残 部 と 回 収 蛋 白 質 ミ セ ル 集 塊 物 の 残 部 を 乾 燥 さ せ る こ と に
よ る 、
請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 油 料 種 子 粕 が カ ノ ー ラ 油 料 種 子 粕 、 好 ま し く は 冷 圧 縮 カ ノ ー ラ 油 料 種 子 粕 、 非 遺 伝
子 的 に 改 変 さ れ た カ ノ ー ラ 油 料 種 子 由 来 の 白 色 フ レ ー ク 、 低 温 脱 溶 媒 カ ノ ー ラ 油 料 種 子 粕
の 形 状 の も の ； 菜 種 粕 、 ま た は カ ラ シ ナ 種 子 粕 で あ る 、 請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か 一
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つ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 沈 降 タ ン ク か ら の 上 澄 液 は ラ イ ン ５ ４ に よ っ て 移 動 さ れ 、 限 外 濾 過 膜 に ポ ン プ で 送
ら れ て 濃 縮 物 と し て の 濃 縮 蛋 白 液 が 製 造 さ れ （ ラ イ ン ５ ８ ） 、 一 方 透 過 液 は ラ イ ン ６ ０ に
よ っ て 除 去 さ れ て い る 。 こ の 濃 縮 蛋 白 質 溶 液 は 噴 霧 乾 燥 機 ６ ２ に 通 さ れ 、 乾 燥 カ ノ ー ラ 蛋
白 質 単 離 物 ６ ４ が さ ら に 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】
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